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保証書付 

保証書はこの取扱説明書の裏表紙に付いておりますので、お買い上げ曰、 
販売店名などの記入をお確かめ<ださい。 


仕ホず . 1フ ♦このたびはま芝扇風機をお買い上げいただきまして、まことにありび 

■ 故障かな？と思ったとき . 18 とうございました。 

♦この商品を安全に正しく使用していただくために、お使いになる前に 

保証とアフタ-ヴ-ビス . 19 この取扱説明書をよくお読みになり十分に麵してください。 

保証 童 . 20 ♦お読みになった後は、お使いになるかたびいつでも見られるとこ 

_ ろに必ず保管してください。 















































ま全上のご注意 


必ずお守り<ださい 


お使いになる人や他の人への危害-財産の損害を防ぐために、お守りいただくことを説明しています。 

表示の説明（取り扱いを誤った場含に生じるち害-損害の程度を示します） 


奋タパこ 「死じまたは重傷を負う可能性び 
/! \ 言 im ある内容」を示します。 

みち 「軽傷や物的損害び発生する可能性 
/! \ /王忌 びある内容」を示します。 

図記号の説明 


/ Ov 図記号の中の絵や近くの文で、してはいけな 
いこと（禁止）を示します。 

図記号の中の絵や近くの文で、しなければな 

6ないこと（指示）を示します。 

么警告 


〇 異常•故障時にはすぐに使用を 
中止する 

指示（火災-感電-けびの原因） 

すぐに電源プラグを抜さ、お買い上げの 
販売店、または東芝生活家電ご相談セン 
ターに点検-修理をご依頼ください。 

《異常.故障例》 

-スイッチを入れても羽根び回らない。 

-羽根び回ってち異常に回転び遅かった 
り、不規則になったりする。 

-回転するとさに異常な音びする。 
•モーター部び異常に熱かったり、こげ 
<さかったりする。 


運乾•取り扱いは 

0 隹ベースを付けずに運乾しない 

(転倒して、けびの原因） 

禁止 •羽根-ガードを付けず 
に運輯したり、高さ調 
節ボタンを押さない 

(けびの原因） 

•スプレーなど（可燃性）を吹きつ 
けたり、スプレー宙を近くに置か 
ない 

(可燃性スプレーや化学薬品を近くで 
使うと乂災-爆発の原因） 

•デュアルセンサーに、ピンや針金 
など異物を入れない 

(感電-けび-異常動作の原因） 




水めれ禁止 


•水につけたり、水をかけたりしない 

(シヨート*感電の原因） 



分解禁止 


分解•修理•改造をしない 


(乂災•感電•けびの原励 
修理はお買い上げの販売店、 
または東芝生活家電ご相談 
センターにご相談ください。 



〇 組み立てるときは、締め付けリング • 
スピンナーをしっかりと締め、レバ 
指示 一は"固定"側にスライドさせる 

馆 E 品びはずれ、けびの原因） 


〇 包装用ポリ袋は、幼児の手の届 
かないところに保管する 

指示（誤ってかぶると、窒息する原因） 
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警告 注意 


電源プラグ•コードは 

〇 •電源は交流1 00 V のコンセントを使う 

(火災-感電の原因） 

指示 •電源プラグは根元まで確実 
に差し込む 

(感電や発熱による乂災の原 
因） 

•電源プラグの刃や刃の取り付け面 
にホコリが付いた場合は、乾いた 
巧で}式さ取る 

(絶縁不良による乂 
災の原因） 




C •組み立てるとき-お手入れをずる 
とき•持ち運ぶときは、電源プラ 
y グをコンセントか5抜く 

抜く （感電-けびの原因） 


0 •電源プラグ-コードが傷んだり、 
熱くなつたときや、コンセントの 
_ 差し込みがゆるい場合は使わない 

(乂災-感電-けび-ショートの原因） 
電源プラグは根元まで確実に差し込ん 
で < ださい。 


•電源プラグ-コードを傷付けない 

(火災-感電-ショートの原因） 

-加工しない 
-熱器具に近づけない 
-引っ張ったり、重いちのを載せたり、 
はさんだ0しない 

•無理に曲げたり、ねじったり、束ね 
た0しない 



•コードをベースで踏み付けない 

(乂災-感電の原因） 


磯) 

めれ手禁止 


•めれた手で電源プラグを抜さ差し 
しない 

(感電-けびの原因） 


0 U モコン用の U チウム電池を乳幼 
巧の手の届 < ところに置かない 

禁止（誤って飲み込むと、窒息•体調不良の原因) 
万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご 
相談ください。 


電源プラグ•コードは 

C •使わないときは、電源プラグをコ 
ンセントか5抜く 

プラグ;5 (絶縁劣化による乂災-感電の原因） 

抜く 


〇 

指 


•電源プラグを抜くときは、電源プ 
ラグを持って引き抜く 

(コードを引っ張ると破損 
し、乂災-感電の原因） 


•コードを巻き取るときは、電源プ 
ラグを持って行う 

(電源プラグび当たってけびの原因） 



運転•取り扱いは 


〇 

指 


•本体に異常な振動が発生した場台 


は、使用を中止ずる 

(羽根やガードびはずれて 
落下し、けびの原因） 



0 

禁止 


•スライドパイプに油などを 
付けない 

(パイプび急に下降して、けびの原因) 

•製品を引きず 
5ない 

(床に傷び付< 

原因） 



0 

接触禁止 


•入タイマー設定中は、羽根•ガー 
ドにさね5ない 

(羽根び回り始め、けびの原因） 

入タイマー設定時間の ] 日秒前にブ 
ヴーと、6秒前に入タイマー表示「2」 
の点滅で、運転の開始をお知らせし 
ます。 


•ガードの中や可動部へ 
指や異物を入れない 

(けび-故障の原因） 



0 組み立てたが態では輸送しない 

(破損する原因） 

禁止輸送するときは、箱に収納してください。 
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安全上のご注意 (つづさ) 


A 注意 


使用場所について 

0 •次のようなところでは使わない 

(感電や乂災の原因） 

^止 -ガスレンジなどの炎び当たるところ 

-引乂性ガスのあるところ 
-雨や水しぶさのかかるところ 
-高温 （4 ぴ CIU 上)、多湿（ミ谷室など) 
のところ 

•油、ホコリ、金属粉の多いところ 

• 不安定な場所や障害物の近 < では 
使わない 

(転倒し、羽根の損傷-けびの原因） 



0 長時間、風をか6だに当てない 

(健康を害する原因） 

禁止特にお休み中の乳幼児-お年寄り-ご病 
気のかたび使用するとさは、周囲のかた 
び十分気をつけて<ださい。 



0 

禁止 


U モコン用の U チウム電池は 

• 指定 m 外の電池は使わない 
• 極性表示©と©を間違えて入れない 


•充電•加熱•分解•ショートしたり、 
乂の中に入れない 


• r 使用推奨期限」を過ぎたり使い切 
つたリチウム電池は、リモコンに 
入れておかない 

(液もれ-破裂などで、やけど-けび 
の原因） 

もし液に触れたとさは、水でよく洗 
い流し、医師に相談してください。 
器具に付着したとさは、液に直接触 
れないようにおさ取つてください。 


使用上のお願い 


運転-取り扱いについて 

■室内の壁コンセン M か5の電源 m 外は使用しない 
で < ださい 

直流電力を交流電力に変換す 
る装置に接続して使用しない 
で< ださい。発煙-発火の原 
因になります。 

※家庭用電源の代表例であり、 

壁•床-天井などのコンセントの位置による区別で 
はありません。 

■リモコンに液のらのをかけたり、落としたり、 
踏んだりしないで<ださい 

故障の原因になります。 

■ガードは無理に正面へ戻さないでください 

破損の原因になります。 

風向調節（一]4ページ）の範囲で正面に戻らな 
いとさは、首振り運転させて戻してください。 

■保護ネットをガードに取り付けないでください 

ガードの中に吸い込まれることびあり、羽根の損 
傷やけびの原因になります。 

■デュアルセンサーをふさがないで<ださい 

デュアルセンサーび温度-湿度を正常に感知しな 
かったり、故障の原因になります。 

■スプレー（掃除用-殺虫用-整髪用など）を 
かけないで<ださい 

デュアルセンサーび温度-湿度を正常に感知しな 
かったり、故障の原因になります。 

お手入れをするとさは 

■ 中性洗剤溶液は、洗剤容器の表示に従って水で 
薄めて使用してください 

■ベンジン.シンナー.アルコール.クレンザー • 
アルカリ性洗剤を使わないでください 

乾いた巧で強くこすったり、ベンジン-シンナー • 
アルコール-クレンヴー-アルカ U 性洗剤を使っ 
た 0 しないで< ださい。 

表面の傷付さや、変質•変色-塗装はびれの原因 
になります。化学ぞうさんを使うとさは、ミ主意書 
に従ってください。 

■運輯停止後は、モーター卽 
が熱くなっていまずので、 

お手入れは30分程度待っ 
てか5行ってください 
■羽根•ガードなどに強い衝撃を与えないで<ださい 
破損の原因になります。 

使用場所について 

■ カーテンの近<や洗濯物の下で使わないで<ださい 

ガードの中に吸い込まれることびあり、羽根の損 
傷やけびの原因になります。 

■テレビ-ラジオ-補聴器などの近くで使わない 
で < ださい 

電波び弱いとさや室内アンテナを使っているとさ 
に、雑音び入ることびあります。影響のないとこ 
ろまで離してください。 


30分 



待って.// 



(例：車載用電力変換装置) 
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各部のなまス 


♦製品び入っていた姻包箱•包装部品やモーター卽の夺ヤップは、収納時に必要です。なくさな 
いようご注意ください。 


締め付けリングに個)/スピンナー/リモコン(電池内蔵)/ U モコンホルダーはポ U 袋に入っています。 
ポ IJ 袋は収納時にお使いください。 


リモコン/リモコンホルダ- 

標準使用期間ラベル 

(一18ぺージ） 

モーター部 


デュアルセンヴー 


お名•定格表示、 
安全上の警告 
ラベル(背面） 


ベース 


締め付けリング 





キャップ 

組み立てるとさ^ 
は®さ取る ) 


締め付けリング 


羽根ラベル 

はびさないで < ださい。 
事故防止のために法律^ 
で定められた表示です i 


脚ゴム 

値面、6力所) 



クリップ 
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組み立てかた 



0 

羽根-ガードを付けずに 
運おしたり、高さ調節ボ 

を 

プラグを 

組み立てるとき-お手入れをずる 
とき•持ち運ぶときは、電源プラ 

A 警告 

禁止 

タンを押さない 

グをコンセントか6巧く 

(けがの原因） 

コードをベースで踏み付 
けない 

(乂災-感電の原因） 

抜く 

(感電-けがの原因） 


支おは単体では立ちません。組み立て前は横向きに倒してください。 



支ホ主をベースに取り付ける 

①支ホまをベースの開口部にはめ込む 

♦コードをはさみ込んだり、ベースで踏 
み付けたりしないよ5ご注意ください。 



②支柱とベースを手で押さえながら横に倒し、 
左ちのレバーを"固定"側に「カチッ」と音 
がするまでスライドさせる 


固定 解除 



締め付けリング 

③締め付けリングをち方向に回し、しっかり締 
め付ける 


2 


夺ヤップを抜き取り、後ガードをモーター部に取り付ける 


①キヤツプを抜き取る 
突起 



②モーター部を少し上に向け、 
突起に後ガードの丸穴をはめ 
込む 



③締め付けリングをち方向に回 
し、しっかり締め付ける 
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羽根を取り付ける 


①モーター軸のピンに羽根の凹部を②スピンナーを左方向に回し、締 
合わせて差し込む め付ける 



•羽根 


凹部 



モーター 軸 


ピン 


手で羽根を回し、スピンナーび 
落ちないことを確認してくださ 
い。 
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前ガードを取り付ける 

①前ガードのツメを、後ガ 
-ドの「合わせマーク」 
に合わせてはめ込む 



②前ガードを後ガードにか 
ぶせるように、上から順 
にはめ込む 



③クリップを強く押し込んで固定 
する 



前ガードびはずれないことを確認 
してください。 


ご使用の前に 



0 

禁止 


• 指定 m 外の電池は使わない 
•極性表示©と©を間違えて入れない 

(液もれ-破裂などで、やけど-けびの原因） 

もし液に触れたときは、水でよく洗い流し、医師に相談してください。 
器具に付着したとさは、液に直接触れないようにおさ取ってください。 


リモコンの絶縁シートを矢 EP の 
方向に引さおいてください。 

♦リチウム電池は工場出荷時から、 
リモコンに入っています。自己放 
電のため、寿命び]年下にな 
つている場合びあります。 



電池交換のしかた 

①リモコン裏側の穴にボ 
ールペンの先などを差 
し込み、矢 EP の方向へ 
スライドさせる 

②①の状態のまま、ホル 
ダーを矢 EP の方向へ引 
き出し、ちいリチウム 
電池を取りはずす 

③ 新しいリチウム電池 
( CR 2025) の©を上側にして、ホルダーにのせる 

④ ホルダーを「カチン」と音がするまで押し込む 



♦長期間使わないとさは、リモコンからリチウム電池を取り出してください。（液われの原因になります) 
♦液びわれたとさは、液をよく拭さ取ってから新しいリチウム電池に交換してください。 

♦リチウム電池を廃棄する場合は、お住まいの地域のゴ5分別ち法に従ってください。（廃棄する際に、 
上面と下面をセ□八ンテープなどで包んでください） 
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使いかた 


• 電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

全ての内容を表示しています。 


操作部 


風 量 表示 

づ_ゆつくり 


センサー運輯モード表示 

一]日ぺージ 


自動表示- 

- 10ぺージ 


湿度サイン （目安）- 

お部屋の湿度（目安）を 
表のします。 

ろ■ぐ A 湿度約70%!；^上 

巧!/ 亚 のとさ 


適湿 
但湿 


湿度約4日〜7日％ 
未満のとさ 
湿度約40%未満 
のとさ 



づ f __弱 

づ>垂_中 
垂麵強 

一9ぺージ 

•羽根 マーク 

一9ぺージ 


チャイルド□ック表示 

一13ぺージ 

室温表示 （目安） 
41でじ(上は「り I 」 
]9° CiU 下は「し〇」 


入タイマーボタン 

一12ぺージ 


リズム風ボタン 

一9ぺージ 


切タイマーボタン 

一11ぺージ 


連続風ボタン- 

一9ぺージ 

首振りボタン- 

一9ぺージ 

切タイマー表示 

一]]ぺージ 


-だソヴー運晒んタン 

一1日ぺージ 

-入タイマー表示 

一12ぺージ 

運乾切/入ボタン 

一9ぺージ 



入タイマーボタン 

点字（キ IJ タイマイ IJ ) 


リズム風 
ボタン 

点字（リ） 

センサー運輯 
ボタン 

点字（セ） 


点字（ウンテン) 


運輯切/入ボタン 

ボタンの輪郭び蓄光式のため、光を当ててお<と、暗い 
ところでちしばらくの間はボタンの位置びわかります。 
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室温表示(目安)と 
湿度サイン（目安)について 


♦ 室温表示と湿度サインは目安です。 

同じ室内でち場所により温度-湿度び異 
なるため、お部屋の温度計-湿度計と差 
び出ることびあります。 

♦ 運転中(外は表示しません。 

♦運転開始から3日分程度は、室温表示- 
湿度サインびお部屋の温度-湿度と異な 
る場合びありますび、徐々にお部屋の温 
度-湿度に近づいてさます。 





































































運転切/入ボタン 


♦押すたびに運転び「入」または「切」に切り換わります。 

♦「入」のとさは「ピッ」、「切」のとさは「ピー」と鳴ります。 

♦電源プラグを差し込んで最初に押したとさ、「ゆっくり」の連続風になります。 
お好みの風量で運転したいとさは、連続風ボタンかリズム風ボタンを押してく 
ださい。 

♦温度•湿度により、室温表示（目安）と湿度サイン（目勃び変化します。 
♦羽根マークび点なします。 


適湿 


づ_ が 

广 •{•} 室温 

W (目安） 



リズム風ボタン 


風量に変化をつけた、リズミカルな風を送ります。 

♦押すたびに風量表示び変化し、風量び切り換わ 
0ます。 

♦温度•湿度により、室温表示（目安）と湿度ヴ 
イン（目安）び変化します。 

♦羽根マークび点滅します。 


♦「ゆっくり」と「弱」のとさは運転と停止を繰り 
返すため、羽根びとさどさ止まることびありま 
すび3秒内であれば異常ではありません。 
♦羽根び前後に動いたり、カタカタと音びするこ 
とびありますび、異常ではありません。 



※連続風にしたいとさは、連続風ボタンを押してください。 
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25 

ド 


25 


26 27 28 29 30 31 


26 27 28 29 30 31 


33 34 3己〜温度（目安) 


3 S 33 34 3己〜温度（目安) 


室温表示と湿度サインは目安です。 

同じ室内でち場所により温度-湿度び異なるため、お部屋の温度計-湿度計と差び出ることびあります。 
♦センサー運転中は、風量の設定やリズム風はでさません。 

※お好みの風量で運転したいとさは、連続風ボタンかリズム風ボタンを押してください。 



使いかた（つづき) 


センサー運転ボタン 

デュアルセンサーが温度•湿度を感知し、それに応じて設定されている風量で自動的に運転します。 

♦押すたびにセンサー運転モード表示び変化し、センサー運転び切り換わります。 

♦自動表示と羽根マークび点灯します。 


例：室温3己で、適湿のとさ 
透!) モー ド 

它ンサー運拉 


( 強め)モード 


( 弱め J モード 


が 


磅 


ミし I 室温適湿'つ室温 

(目安） (目安） 


たンサー運転_ _むンサー運輯 

C 強め) 0弱め) 

■麵がの）11.——_ 

公 •い— 


が 


適湿 


D J m 


>温度-湿度によって、政下のように風量び切り換わり、連続風で運転します。 

(§ D モード 

湿局湿 
产 

马適湿 



温度（目安） 


弱 唾] 


ゆつ< り 



弱 


湿湿湿 
高適お 

湿度サイン 


湿湿湿 
高適お 

湿度サイン 
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操作部 


TOSHIBA 


リモコン 






嘗 iT 


切タイマー 
表示 



切タイマー 
ボタン 


^連続 J ^リズム} 






センサー運輯ボタン- 


切タイマーボタン 

運転中に押すと、運転を停止するまでの時間 （1 時間、2時間、4時間）を設定でさます。 


♦押すたびに、切タイマー表示び切り換わります。 


切©1^切© 2 


切タイマー表示び消灯するか、運転を停止すると、切タイマーは解除されます。 

♦時間の経過ととちに切タイマー表示び切り換わり、残り時間の目安び表示されます。 

♦設定された時間の半分を過ざると自動的に、連続風のとさは「弱」の連続風に、 U ズム風のとさは「弱」 
の U ズム風になります。（「ゆっくり」と「弱」のときは切り換わりません） 



轉 


切©4 ^切タイマー解除 

表示消灯 




減光モードと消なモード 


おやすみのとさなどに 


運転中、本体操作部の切タイマーボタンを3秒上押すと、表示び切り換わります。 

そのまま押し続けると、1秒ごとに切り換わります。（リモコンの切タイマーボタンでは設定でき 
ません） 


♦減光モード……表示の明るさび半減します。 ♦消なモード……羽根マーク政外び消なします。 



♦消灯モード中に運転切/入ボタン政外のボタンを押すと、表示部び点なします。 

このとさは、点なするだけで運転の切り換えは受け付けません。運転を切り換えたいとさは、続けてボ 
タン操作してください。約]日秒間ボタン操作を行わないと、消なモードに戻ります。 

♦消なモード中にチャイルド□ックを設定すると、チャイルド□ック表示び点なします。（明るさは、半減 
します） 

♦減光モードまたは消灯モードを解除したいとさは、本体操作部の切タイマーボタンを3秒上押して、 
表示の切り換えを行つてください。 

♦運転切/入ボタンを押し、運転を停止したとさも解除されます。 

♦切タイマーによって運転び停止したとさも解除されます。 


(つづく）11 


V. 









































使いかた（つづき) 



(D 


入タイマー設定中は、羽根•ガードにさわ6ない 

(羽根び回り始め、けびの原因） 

接触禁止入タイマー設定時間の1日秒前にブヴーと、6秒前に入タイマー表示「2」の 
点滅で、運転の開始をお知らせします。 



入タイマーボタン 

運転停止中または運転中に切タイマーを設定した後に、運転を開始するまでの時間 （2 時間、4時間、 
6時間）を設定でさます。（切タイマー設定時は、運転停止してから再び運転するまでの時間） 
♦電源プラグをコンセントに差し込んでおいてください。 

♦押すたびに、入タイマー表示び切り換わります。 


入©2苗入©4^入©6 


入タイマー解除 

表示消打 




入タイマー表示び消灯するか、運転切/入ボタンを押すと、入タイマーは解除されます。 

♦時間の経過ととちに入タイマー表示び切り換わり、残り時間の目安を表示します。 

♦設定された時間の]日秒前にブヴー（ピッピッピッ）と6秒前に入タイマー表示「2」の点滅で、運転の 
開始をお知らせします。 

♦入タイマー設定時間になると、「弱」の連続風で運転を開始します。 

♦前回の運転で停止する前に首振り運転していた場合は、首振り運転で運転を開始します。 


^ヒツヒツヒツ） 


入の2 


Ae)¥"' 

/い、 


づ,―が 


み弓 


室温 

(目を） 


切の 4 


12 








































運転中、切タイマーの設定後に、入タイマーを設 
定することで、運転停止と運転開始を連続して設 
定でさます。 

♦入タイマーの設定後に、切タイマーを設定すること 
はでさません。 

♦切タイマーを解除すると、入タイマーも解除されま 
す。 

《連続設定の例》 

切タイマーを2時間に設定し、1時間後に入タイマ 
一を2時間に設定したとさ 


01 234 已 6789 

時間 

入タイマーを設定したタイミングにかかわらず、入夕 

イマーのカウント開始は 切タイマーで運転を停止して 

か 5になります。 


運転停止後、運転切/入ボタンを押すと、停止 

する前の運転状態で運転します。 

♦切•入タイマー時間、減光モード、消灯モードはメ 
モ U —されません。 

♦切タイマーで自動的に風量び「弱」になって運転を 
停止したときは、「弱」になる前の風量をメモリー 
します。 

♦停電や電源プラグを抜さ差しすると、メモリーは解 
除されます。 

〔お知5せ） 

♦運転を停止しても、電源プラグびコンセントに差し 
込まれていると約日.己 W の電力を消費します。操作 
部び温かくなりますび、異常ではありません。お使 
いにならないとさは、電源プラグを抜いてください。 

♦使い始めなど、運転時にモーター部からにおいびす 
ることびありますび、ご使用により徐々に少なくな 
0ます。 

♦切タイマーや入タイマーを設定しているときは電源 
プラグをコンセントから抜かないでください。切‘ 
入タイマーの設定は、停電や電源プラグをコンセン 
卜から抜き差しすると、解除されます。 


4時間オート 
パワーオフ 


転 


■ 


.時間オートパワーオフ機能 

■ 

5 

こヤづ"ルド □ ツク横!旨 b (お子様のいたずらや誤操作を防ぎます） 


入タイマーで運転開始後、4時間経過 
すると、自動的に運転を停止します。 

♦入タイマーで運転開始すると切タイマー 
表示「切©4」び点灯し、時間の経過と 
とちに切タイマー表示び切り換わって、 
残りの運転時間の目安を表示します。 

♦4 時間才ートパワーオフ機能を解除した 
いとさは、切タイマーボタンを押し、切 
タイマー表示を消なしてください。 


U モコンの入タイマーボタンで設定-解除はでさません 
♦運転中に約3秒間押すと、運転停止!;^外の操作びでさなくな 
ります。 

•「ピッ」と鳴り、チャイルド□ック表示び点灯します。 

-設定後に入タイマーボタンじ(外のボタンを押すと「ピッピ 
ッピッピッ」と鳴り、チャイルド□ック表示び点滅します。 
-次回運転を開始するときは、チャイルド□ックを解除して 
<ださい。 

♦運転停止中に約3秒間押すと、チャイルド□ック解除!;^外の 
すべての操作びでさなくなります。 

•「ピッ」と鳴り、チャイルド□ック表示び点灯します。 
♦解除するとさは、再度約3秒間押してください。 

•「ピッピッ」と鳴り、チャイルド□ック表示び消灯します。 


適湿 


づ_が 

^1 チ：がげ 

CO 


室温 

(目安） 


切-入タイマーの連続設定 メモリー機能 


山 


亭 


運 


\後/ 

間 

寺 


山 


停 


运 




八八 

切八入八 
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使いかた（つづき) 




>受光部に直射曰光や照明器具の強い光び当たらな 
いよ5にして < ださい。 

動作しにくい場合びあります。 



f リモコンホルダー 1 

リモコンを使用しないときは、 
ホルダーに収納してください。 

リモコン 

• リモコンホルダーの取り付け 

八ンドルに取り付けます 


6 

が 




1 

V 


J 



リモコンの操作について 


♦ リモコンは受光部に向けて操作します。 
♦操作可能範囲は、受光部正面から約 
己 m 、 左ちに約6ぴじ(内です。 

♦ 電池び消耗して動作しにくくなったら、 
新しい電池に交換してください。 


^受光部 




風向を調節ずるとを 


左ちに調節 上下に調節 



ノ、ンドル ffioo 






















































上手な使いかた 


※調節時は可動部に 
指をはさまないように 
気をつけてください。 


高さを調節ずるとき…… 

高さ調節ボタンを押しなびら、スライドパイプ 
の上部を持って調節してください。 



高さ調節ボタン 

安全のため、操作力は\ 
若干強くなっています (J 


※調節時は可動部に指を 
はさまないよラ気をつけ 
てください。 


广 コードリール 


♦コードを引さ出ずとさは 

電源プラグをプラグホルダーからはずして 
引さ出します。 

コードは赤マークじ(上弓 I き出さないでください。 
断線の原因になります。 

♦コードを巻き取るときは 


1 .電源 プラグを持つ t 

電源プラグびはね 一 

上びるのを防ぎます。^ 

2.コードを少し引き出し、 
ゆっくりと戻すように 
して卷さ込む 

(HfT 

3 .電源 プラグを 
プラグホルダーに 

み;入む 一^ 


1かし C / グ^— 

J 


上向き気流でお部屋の 
空気を上手 Ic ■循環 

夏はエアコンと併用して省エネ快適冷房。 
冬の暖房時には天井付近の暖かい空気を循 
環させて暖房効率を高めます。 



夜間は 

窓際に置いて、外の冷たい空気を取り入れ 
ましよつ。 



おやずみのとをは 

寝冷えを防ぐため、「ゆっくり」か「弱」で首 
振り運転（一8、9ページ）し、切タイマー 
を設:定しましよう。 

切タイマー設定後、お目覚めのころに合わ 
せた入タイマーを設定してお<と便利です。 
(— ► ] 2ぺージ） 

♦おやすみ中は、風び長時間からだに当た 
らないよラに気をつけてください。 
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お手入れと収納 


取りはずしかた 


首振り運転 （^9 ページ）をしてガードを正面に向けてか5運転を停止し、電源プラグを 
巧き、組み立てと逆の手順ではずします。 



コードを卷さ取り、電源 
プラグをプラグホルダー 
にはさみ込む 


(一1日ぺージ) 



3 


組み立てかたと逆の手順で、 
羽根-後ガードをはずず 

(一 7 ページ手順3、 

目ページ手順 2) 


2 


前ガードをはずず 

①クリップをはずす 



クリップ 


② ガードリングを両手で手前に 
引くよラにして、前ガードを 
はずす 

(クリップを引っ張ると破損 
の原因になります） 

(一 7 ページ手順 4) 



4 取り付けと逆の手順で、締 
め付けリングを左方向に回 
してはずし、ベース裏の左 
ちレバーを"解除"側にス 
ライドして支柱をはずず 

目ページ手順 1) 

♦ベースを押さえなびら支柱をはず 
してください。 


お手入れのしかた 


羽根-本体 


モーター軸 


① 水に浸してかたく絞ったやわ5 
かい巧で、よごれを拭さ取る 

② 乾いた巧で水分を拭き取る 

よごれがひどいとさは 

① 中性洗剤溶液に浸してかた < 絞 
ったやわ 5 かい巧で、よごれを拭さ取る 

② 洗剤が残らないよラ、水で絞った巧で十分に拭き取る 

③ 乾いた布で水分を拭き取る 



よごれを拭さ取 
り、ミシン油を 
塗ってキャップ 
をかぶせる。 



デュアルセンサー1 力月に 1 度を目安に 

掃除機でよごれを吸い取つてください。 

よごれびひどくなると温度•湿度を正常に感知しなくなったり、故障の原因になります。 



♦中性洗剤溶液は、洗剤容器の表示に従って水で 
薄めて使用してください。 

•乾いた巧で強くこすったり、ベンジン，シンナー 
アルコール-クレンヴー-アルカリ性洗剤を使 
ったりしないで < ださい。 

表面の傷付さや、変質•変色-塗装はがれの原 
因になります。化学ぞうさんを使うとさは、ま 
意書に従ってください。 


♦運転停止後は、モーター軸び熱くなっています 
ので、お手入れは30分程度待ってから行って 
ください。 

♦羽根-ガードなどに強い衝撃を与えないでくだ 
さい。破損の原因になります。 
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么警告 




組み立てるとき-お手入れをするとき-持ち運ぶときは、電源 
プラグをコンセントか6巧く 

(感電-けびの原因） 


収納のしかた 


下の順番に収納して保管してください。 


包装部品 

(左下） 



W 


包装部品 

(左上） 


W 


包装部品 

(も下） 


ベース 



支柱 



包装部品 

(も上） 

合わせ マーク 


リモコンホルダー 


リモコン 
スピンナー 

締め付けリン 

(2 個） 



前ガード 

ク U ップを正面 
の手前側にして 
入れて < ださし、。 

クリップ 
包装部品 
羽根 

をわせ マーク 

包装部品(ち上） 
の合わせ マーク 
と合わせて入れ 
て < ださい。 

包装部品 


仕様 


形名 

F - LP 10 

50 Hz 

60 Hz 

電源 

交流] 00 V 50/60 HZ 共用 

消費電力* 

35 W 

37 W 

風速* 

1 SSm/min 

19己 m/min 


38 m 3 /min 

41 mVinin 

質量 

約 5. Ik 呂 

首振り角度 

90。 

コードの長さ 

約].7 m (コードリー ) レ式） 

付属品 

リモコン.リチウム電池 ( CR 2025) 


* 風量「強」の場合です。 

♦運転停止状態の本体の消費電力は約 0.5 W です。 


この製品は、日本国内用に設計されているため海外では使用でをません。また、アフターサービスちでをません。 

This product is designed for use only in Japan and cannot be used in any other country. 

No servicing is available outside of Japan. 
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が障かな？と思ったとを 

ご使用中に異常が生じたときは、修理を依頼ずる前に、次の点をお調べくださし、。 


こんなとさ 

お調べいただくこと 

参照 

ぺージ 

支柱がベースか5はずれない 

♦ベースの裏側のレバー （2 力所）をスライドして解除にしてください。 

16 

羽根が回5ない 

♦電源プラグはコンセントにしっかり差し込まれていますか。 

♦羽根とガードび当たっていませんか。 

ス8 

羽根がときどき止まる 

♦「ゆっくり」か「弱」の U ズム風に設定されていませんか。 

「ゆっくり」か「弱」のリズム風は運転と停止を繰り返しているため、とき 
どさ羽根び止まることびありますび、3秒内であれば異常ではありません。 

9 

羽根は回るが 
異常な音がずる 

♦羽根はスピンナーでしっかりと取り付けられていますか。 

♦ガードはしっかりと取り付けられていますか。 

♦羽根とガードび当たっていませんか。 

7 

♦U ズム風に設定されていませんか。 

U ズム運転時、羽根び前後に動いたり、カタカタと音びすることびあ 
りますび、異常ではありません。 

9 

ボタン操作を受け付けない 

♦チャイルド□ックび設定されていませんか。 

13 

リモコンで操作でさない 

♦受光部に向けて操作していますか。 

14 

♦ 電池び消耗していませんか。 

♦電池の入れかた（©©の方向）び間違っていませんか。 

7 

入タイマーが設定でさない 

♦電源プラグはコンセントにしっかり差し込まれていますか。 

♦入タイマーは停止状態か切タイマー設定中のみ設定でさます。 

12 

運乾が自動的に止まる 

♦切タイマーを設定していませんか。 

11 

♦入タイマーで運転を開始しませんでしたか。 

入タイマー運転開始後、4時間経過すると自動的に運転を停止します。 

13 

室溫表示と湿度サインがお部屋 
の温度計-湿度計と違う 

♦同じ室内でち場所により温度-湿度び異なるため、お部屋の温度計- 
湿度計と差び出ることびあります。 

室温表示と湿度サインは目安としてお使いください。 

8 

停電後、正常な運転がでさない 

♦ 電源プラグを抜いて差し直してください。 

— 

コードが巻き取りにくい 

♦コードをホマークまで弓Iさ出し、ねじれを直してから再度巻き込んでくださしん 

1已 


上の表に従って調べていただいてち原因び分からないとさや、その他の異常や故障びあるとさは、お買い上げ 
の販売店または東芝生活家電ご相談センターに修理をご依頼<ださい。 


長期使用製品ち全表示制度に基づ<本体表示 


■本体への表示内容 

経年劣化により危書の発生び高まるおそれびある ことを 注意喚起す るた め 
に、電気用品安全法で、義務付けられたちの内容を本体に表示しています。 

■設計上の標準使用期間 

♦ 運転時間や温湿度など、標準的な使用条件に基づ<経年劣化に対して、 
製造した年から安全上支障なく使用することびでさる標準的な期間です。 
♦設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。また、偶発的 
な故障を保証するちのでちありません。 

■標準使用条件 

日本電機工業会自主基準 HD-1 1 6-3 による 


A 

製造年2012年 
設計上の標準使用期間10年 
設計上の標準使用期間を超えて使用 
されまずと、経年劣化による発义•けが 
等の事故に至るおそれがありまず。 

v _ イ 


想定時間等 

1曰あたりの使用時間 

呂（時間/曰） 


1曰使用回数 

已（回/曰） 


1年間の使用曰数 

110 (日/年） 


スイッチ操作回数 

已已〇 (回/年） 


首振り運転の割合 

100% 


環境条件 

電圧 

100 V 

周波数 

已 0 HZ /60 HZ 

温度 

30で 

湿度 

6己％ 

設置条件 

標準設置 * ] 

負荷条件 


定格負荷（風速） * 2 


* ] :製品の取扱説明書による（水平で安定した場所） * 2:製品の取扱説明書による 


♦温度3日で、湿度6己％は、 JIS C 96日1の試験状態を参考としています。 

♦設置状況や環境、使用頻度び上記の条件と異なる場合、または、業務用など本来の使用目的 iU 外でご使用さ 
れた場合は、1日年より短い期間で経年劣化による発乂-けび等の事故に至るおそれびあります。 
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保証と アフターサービス 


底ずお読み<ださい 


修理-お取り扱い-お手入れについてご不明な点は 


お買い上げの販売店へごホ目談ください。 


販売店にご相談がでさない場合は、下記の窓□へ 


卜 1 

東芝生ミ舌家電ご相談センター 

函0120 -1048-76 

受付時間： 36已曰9:00〜20:00 

-お客様からご提供いただいた個人情報は、修理やご相談 
への回答、カタ□グ発送などの情報提供に利用いたします。 

-利用目的の範囲内で、当該製品に関連するま芝グループ 

携帯電話 ’PHS など 022-774-5402 (通話料：有料） 

会社や協力会社に、お客様の個人情報を提供する場合び 

FAX 022-224-6801 (通信料：有料） 

あります。 


保証書（一体） 補修用性能部品の保有期間 


♦保証書は、この取扱説明書の裏表紙に記載 ♦扇風機の補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後8年 

されてお0ます。 です。 


♦保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」 
などの記入をお確かめのラえ、販売店から 
受け取っていたださ、内容をよくお読みの 
後、大切に保管してください。 

♦保証期間はお買い上げの曰か51年間です。 
♦保証期間中の故障は、保証書の内容に基づ 
さ、無料修理となります。無償商品交換で 
はありません。 


♦補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な 
ppPP ごす 0 


部品について 


♦修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出びない 
場合は当社で引さ取らせていたださます。 

♦修理の際、当社の品質基準に適合した再利用部品を使用す 
ることびあります。 


修理を依頼されるとをは 持込修理 

♦18 ページに従って調べていたださ、なお異常びあるとさは、運転切/入ボタンを押して運転を停止し、必ず電 
源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店にご連絡ください。 


■保証期間中は . 

保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださ 
ます。なお、修理に際しましては、保証書をご提示く 
ださい。 

■保証期間が過ざているときは . 

保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売 
店にご相談ください。修理すれば使用できる場合は、 
ご希望によって有料で修理させていたださます。 


■修理料金のし<み 


修理料金は技術料-部品代などで構成されています。 

技術料 

故障した商品を正常に修復するための料金です。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。 


便利 

メモ 

お買い上げ曰 

年 

巧 

曰 

お買い上げ店名 

電話 （ 

) 




f 

口 

愛情点検 

長年,マ、使用の を其が勺に「5を上のごを胃」「あ^願い」を確認してご使用<ださい。 

口原!煙の占給た I 誤った使いかたや長年のご使用による熱’湿気’ホコ IJ などの影 

. 響により部□□□び劣化し、故障や事故につなびることもあります。 

こんな症状は 
ありませんか。 

電源プラグやコ 
ンセントにたま 
つているホコ IJ 
は取り除いてく 
ださい。 

♦ スイツチを入れてち羽根び回らない。 

♦羽根び回ってち、異常に回転び遅かったり 
不規則になったりする。 

♦ 回転するとさに異常な音びする。 

♦モーター部び異常に熱かったり、こげくさ 
かった0する。 

故障や事故防止のため、 

^ 使用を中止し、電源プ 

I 舌 ラグをコンセン h から 

中 抜いて、必ずお買い上 

止 げの販売店に点検•修 

理をご相談ください。 

-J 
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住尸斤■店名 


電話 


ま泛ホ-ム示ツ巧巧貪せ家電事業統括部 

〒日已 9- 1393新漏県加茂市大字後須田2曰 70- 1 
電言き （02 己 6) 己 3-2847 

本書は、取扱説明書、本体貼付ラベルなどの記載内容 
にそった正しいご使用のちとで、保証期間中に故障し 
た場合に、本書記載内容にそって無料修理をさせてい 
ただくことをお約束するちのです。 

保証期間中に故障び発生したとさは、本書と商品をご 
持参のラえ、お買い上げの販売店に修理をご依頼くだ 
さい。 

修理の際、当社の品質基準に適合した再利用部品を使 
用することびあ0ます。 

★印欄に記入びないとさは無効です。本書をお受け取 
りの際は必ず記入をご確認ください。また、本書は再 
発行しませんので紛失しないよラに大切に保管して< 
ださい。 

1.保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 
(イ）誤ったご使用や不当な修理•改造で生じた故障、 
損傷。 

(□) お買い上げ後の落下や輸送などで生じた故障、 
損傷。 

(八）乂災、天災地変（地震、風水書、落雷など）、 
塩書、ガス書、異常電圧で生じた故障、損傷。 


形名 


持込修 


★お買い上げ曰 


年 

; 

巧 



哩 


東ち扇風機保証書 


F-LP10 


ふ0びな 


様 


〒□□□-□□□□ 


た外 


市内 




番号 





※この保証書は、本書に明示した期間、条件 
のちとにおいて無料修理をお約束するちの 
です。したびってこの保証書によって保証 
書を発行している者（保証責任者)、および 
それ外の事業者に対するお客様の法律上 
の権利を制限するちのではありません。 

《保証期間経過後の修理、補修用性能部品の 
保有期間に ついて 詳しくは取扱説明書をご 


覧ください。 

日から 


(二） 本書のご提示びない場合。 

(ホ）本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店 
名の記入のない場合、あるいは字句び書さか 
えられた場合。 

(へ）車両•船舶などに、備品として使用した場合 
に生ずる故障および損傷。 

(卜）一般家庭用 iU 外（たとえば業務用など）に使 
用された場合の故障、損傷。 

2. 出張修理を行った場合には出張に要する実費を申し 
受けます。 

3. 修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出 
びない場合は当社で引さ取らせていたださます。 

4. 本書は曰本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

己.ご転居またはご贈答品などで、お買い上げの販売店 
に修理びご依頼できない場合には、東た生活家電ご 
相談センターへご相談ください。 


修理 

メモ 

修理年月曰 

修理内容 

担当 

年 

月 

曰 



年 

月 

曰 




保証書にご記入いただいたお客様の住所-氏名などの個人情報は、保証期間内のサービス活動およびその後 
の安全点検活動のために利用させていただ<場合びございますので、ご了承<ださい。 

修理のために、当社から修理委託している保守会社などに必要なお客様の個人情報を預託する場合びござい 
ますび、個人情報保護法および当社と同様の個人情報保護規程を遵守させますので、ご了承ください。 


ままホ-心巧巧貪せ 

家電事業統括部 

干 959-1 393新潟県加茂市大字後須田2已 70- 1 


★ご販売店 


年 

^1 


本体 

保証期間 


お名前；ご住所 


電話 


★お客様 
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